
エネルギーのあり方・使われ方が、時代とともに変化していく世の中において、

GSユアサは100年以上前から蓄電技術で社会に貢献してきました。

「Creat ing the Future of  Energy」は、当社が創業以来続けてきた

“社会のためにエネルギーの新たなカタチを模索する姿勢”を継承し、

これからも、変化する時代のニーズ・世の中の声に耳を傾けながら

新しいエネルギーのあり方・蓄電技術の使い方を模索し、

未来に新たな価値を創造し続けるという決意を宣言するものです。

～エネルギーの未来を創り続ける～

企 業 理 念企 業 理 念

GS YUASAは、社員と企業の「革新と成長」を通じ、

人と社会と地球環境に貢献します。
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港湾設備
コンテナを搬送する港湾AGV（無人搬送車）や
ガントリークレーンの電動化に、当社の産業用
リチウムイオン電池が貢献しています。

発電所
発電所の安定稼働に当社のバックアップ用電
池・電源システムが貢献しています。

05 06

At a Glance

オートバイ
振動耐久性やエンジンの始動性など、オートバ
イ特有の使用環境に対応した技術で、世界で高
い信頼性を獲得しています。

02自動車
長年培ってきた技術力で、アイドリングストップ
（ISS）車や電動車の補機用など、自動車の技術
革新に合わせた電池を開発し、自動車の進化を
支えています。

01 電動車
電気自動車（EV）・プラグインハイブリッド車
（PHEV）・ハイブリッド車（HEV）用リチウムイオン
電池が、環境対応車の普及に貢献しています。

03 鉄道
鉄道の環境性能向上とエネルギーの有効活
用・安定輸送の実現に、当社のバックアップ用
電池・電源システムが貢献しています。
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ビル08

ダミー

東南アジアやアフリ
カ、中南米などの新興
国において、急速に拡
大する需要に対応し
ています。

ホンダ、トヨタ、三菱自
動車などの日系自動
車メーカーの電動車
に当社のリチウムイ
オン電池が搭載され
ています。

鉄道の安定輸送に欠
かせない信号システ
ムや通信システムの
電力網のバックアップ
などに、重要な役割を
果たしています。

当社の港湾AGVの駆
動用リチウムイオン電
池システムが、世界最
大の自動化埠頭であ
る上海洋山深水港で
稼働しています。

停電時に非常照明を灯
したり、非常用発電機を
始動させるまでのバック
アップを行うなど、重要
な設備を動かし続ける
役割を果たしています。

有事の際にもビジネ
スやサービスを継続
するため、オフィスビ
ル、病院などのバック
アップ電源の重要性
が注目されています。

航空機
最先端の航空機に当社の航空機用リチウムイ
オン電池が搭載され、環境性能と経済性の向
上に貢献しています。

12

省エネのための徹底
した軽量化と電源の
安定性も求められる
ため、軽量で高性能の
リチウムイオン電池を
開発しました。
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GSユアサは、電池を通じて快適・安心・安全を提供するエネルギー・デバイス・カンパニーです。

当社の製品は、「モビリティ」と「社会インフラ」領域を中心に、

世界中のあらゆる産業の中で人々の暮らしを支えています。

宇宙（ISS・人工衛星など）
過酷な環境下でも長期間使用でき、高容量・高
性能な宇宙用リチウムイオン電池が、宇宙開発
事業に貢献しています。

フォークリフト
工場内の運搬作業や物流の現場に欠かせない
フォークリフトに、大容量かつ長寿命なバッテ
リーが採用されています。

10 11データセンター
近年のデータセンターの需要増加に対し、当社
のバックアップ電池が電力の安定供給に貢献し
ています。

09

データセンターのサ
ーバーをバックアップ
するUPSや蓄電池の
需要拡大に対応し、高
品質な国産鉛蓄電池
を提供しています。

宇宙用リチウムイオ
ン電池を世界に先駆
けて開発し、国際宇宙
ステーションなどに搭
載されています。

大きなパワーと長時
間作業をこなす画期
的な大容量仕様に加
え、長寿命設計が現
場で高く評価されて
います。

Honda 「FIT HYBRID」
「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」
（提供：ＪＲ西日本殿）

©JAXA/NASA

災害時の電力途絶を想定したバックアップ用電
池・電源システムで、ビルの非常照明設備など、
社会生活の安心安全に貢献しています。

長年の実績と技術力で、
小型車から業務用の大
型車、電動車まで、あら
ゆる車種に対応する製
品をラインアップしてい
ます。

国際宇宙ステーション（ISS）

とも

太陽光発電・風力発電07

北豊富変電所に容量
720MWhの蓄電池
設備を納入し、風力発
電設備と連系するこ
とで系統の安定化に
寄与しています。

蓄電池設備全景
（提供元：千代田化工建設㈱）

天候に左右される太陽光発電の有効活用や防
災機能の強化、風力発電の出力変動緩和と系
統の安定化に蓄電システムが貢献しています。

こんなところにＧＳユアサ
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事業と主要製品

事業別売上高構成比

18%■自動車電池事業（国内）

14%
■車載用リチウムイオン
　電池事業

45%■自動車電池事業（海外）

19%■産業電池電源事業

営業利益増加率
（2004年度比） 

9.2%+57.1倍
ROE

（2025年3月期）

12,478名
従業員数

（2025年3月31日時点）

19カ国 35拠点
グローバル拠点数
（2025年3月31日時点）

36.7%

環境配慮製品販売比率
（2024年度）

16.9%

CO2排出量削減率
（2018年度比/2024年度）

主な指標

国内主要拠点

・ジーエス・ユアサ バッテリー
・ＧＳユアサ フィールディングス
・川越事業所

ＧＳユアサ エナジー

栗東事業所

群馬事業所

・ジーエス・ユアサ コーポレーション
・ＧＳユアサ
・Honda・GS Yuasa EV Battery R＆D

海外主要拠点

その他
オーストラリア・
ニュージーランド

欧州
イギリス・イタリア・
スペイン・ドイツ・

フランス・ハンガリー・
トルコ

アジア
日本・中国・台湾・タイ・
マレーシア・インドネシア・
ミャンマー・パキスタン・
インド・ベトナム

北米

地域別売上高構成比

50%

日本

23%

アジア

欧州・ 北米 8%

その他

2024年度
売上高

5,803
億円

2024年度
売上高

5,803
億円

19%

国内シェア

自動車電池事業（国内）

● 自動車用鉛蓄電池 

グローバルシェア

自動車電池事業（海外）
国内シェア

フォークリフト

車載用リチウムイオン電池事業
累計搭載実績

特殊電池およびその他事業
グローバルシェア

● HEV・PHEV・BEV用リチウムイオン電池

GＳユアサの事業所・支社
主要グループ会社

海外拠点
ジーエス・ユアサ コーポレーション本社

No.1
● 自動車・オートバイ用鉛蓄電池

No.1
No.2

● オートバイ用
   鉛蓄電池

● バックアップ用鉛蓄電池
● フォークリフト用鉛蓄電池

No.1
● 再生可能エネルギー用
   リチウムイオン電池

宇宙用リチウムイオン電池

産業電池電源事業

主要製品

主要製品 主要製品

主要製品 主要製品

● 自動車・オートバイ用鉛蓄電池 ● 自動車・オートバイ用鉛蓄電池 ● バックアップ用鉛蓄電池・電源装置　
● フォークリフト用鉛蓄電池　● ESS※

● 再生可能エネルギー用リチウムイオン電池

※電力貯蔵システム（Energy Storage System）

4%
■特殊電池および
　その他事業

At a Glance
数字で見るＧＳユアサ

HEV用リチウムイオン電池 約 万台360

● 潜水艦用・航空機用・防衛用・宇宙用リチウムイオン電池
● ロケット用鉛蓄電池・
　 リチウムイオン電池　
● その他特殊電池

トップクラス
（2025年3月末時点）

販売・サービス拠点

・長田野事業所
・ジーエス・ユアサ テクノロジー
・ブルーエナジー
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報告対象期間
2024年度（2024年4月1日～2025年3月31日）の実績

発行年月
2025年8月

報告対象組織
ＧＳユアサグループ（純粋持株会社である㈱ジーエス・ユアサ
コーポレーションおよび事業会社である㈱ＧＳユアサ、ならびに
連結対象会社）を対象範囲としています。対象範囲と異なる
データについては注釈をつけています。

重要性と網羅性について
本レポートでは特に重要性の高い情報
を中心に絞り込み、読みやすく理解しや
すいよう編集しています。Webサイト
では、社会からの要請に応えるために
さらに詳細な情報を開示しています。

レポート

Webサイト

掲載内容 詳細・データ概略・イメージ

読
者
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

広
い

狭
い

参考にしたガイドラインなど
●IFRS 財団「統合報告フレームワーク」
●経済産業省「価値協創のための統合的開示・
　対話ガイダンス」
●GRI（Global Reporting Initiative）
　「GRI サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
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	GSユアサレポート2025_P70_73_DX_新規事業
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